
島田高校 （静岡・県立）
テーマ ▶ 自学自習　　 目的 ▶ わかる楽しさ、学ぶ楽しさを育む

リクルートサービスを活用した実践事例

　

創
立
１
０
０
年
を
超
え
る
島
田
高
校
は
、地

域
の
中
核
を
担
う
進
学
校
。
し
か
し
近
年
は
、

少
子
化
の
影
響
か
ら
入
学
す
る
生
徒
の
学
習

習
熟
度
の
差
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、基
礎
学

力
を
補
う
自
学
の
促
進
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

「
そ
の
解
決
策
に
選
ん
だ
の
が
、前
任
の
進
路

多
様
校
で
活
用
し
て
い
た『
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
』

で
す
。
到
達
度
テ
ス
ト
で
中
学
ま
で
の
抜
け
漏

れ
が
明
確
に
な
る
た
め
、学
び
直
し
に
は
最
適
で

す
。
た
だ
し
、『
課
題
提
出
を
し
な
さ
い
』と
い
う

指
導
で
は
生
徒
の〝
や
ら
さ
れ
感
〞が
増
す
だ
け

で
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
は
育
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、〝
講
義
動
画
を
見
る▶
わ
か
る▶

面
白
い
か

ら
学
ん
で
み
よ
う
〞と
思
え
る
学
び
の
仕
掛
け

を
考
え
よ
う
と
導
入
時
に
教
員
間
で
話
し
合
い

ま
し
た
。授
業
で
も
活
用
し
、生
徒
が『
ス
タ
デ
ィ

サ
プ
リ
』に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
た
こ
と
で
、

自
学
の
芽
が
育
っ
て
き
ま
し
た
」と
進
路
課
の

村
瀬
隆
彦
先
生
。

　

２
０
２
２
年
４
月
に
全
校
導
入
し
、基
礎
学

力
向
上
の
抜
け
漏
れ
対
策
と
し
て「
到
達
度
テ

ス
ト
連
動
課
題
配
信
」を
春
と
秋
に
実
施
し
て

き
た
同
校（
３
年
生
は
希
望
者
の
み
）。
春
の
実

施
で
は
英
数
国
と
も
課
題
提
出
率
が
10
％
程

度
だ
っ
た
が
、秋
に
は
60
％
以
上
に
な
り
、１
年

生
の
数
学
は
１
０
０
％
近
い
提
出
率
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
自
学
の
芽
を
育
ん
だ
仕
掛
け
の
一
つ

が
、教
員
と
ス
タ
サ
プ
講
師
の
W
解
説
で
行
う

授
業
、T
T（Team

 Teaching

）だ
。最
初
に

T
T
を
実
施
し
た
国
語
の
槫
松
由
美
子
先
生

は
こ
う
話
す
。

「
古
典
、漢
文
と
も
、授
業
で
は
文
法
を
体
系

的
に
解
説
す
る
時
間
が
な
い
こ
と
が
悩
み
で
し

た
。ス
タ
サ
プ
の
講
義
動
画
は
文
法
が
わ
か
り
や

す
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
授
業
で
使
い
た

い
と
思
い
、講
義
動
画
を
見
せ
、重
要
な
部
分
は

動
画
を
停
止
し
て
解
説
を
加
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
W
解
説
に
な
る
の
で
、〝
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

だ
〞と
い
う
点
が
生
徒
に
伝
わ
り
や
す
い
で
す

し
、わ
か
ら
な
い
点
が
あ
れ
ば
講
義
動
画
を
見

直
す
こ
と
で
振
り
返
り
が
で
き
ま
す
。
ス
タ
サ
プ

が
一
番
身
近
な
参
考
書
に
な
り
、『
見
れ
ば
わ
か

る
』と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
」

　

一
方
、村
瀬
先
生
は
受
験
対
策
の
授
業
に
活

用
し
、生
徒
か
ら
好
評
を
得
た
と
い
う
。

「
静
岡
県
の
生
徒
は
東
西
両
方
の
大
学
を
受

験
し
ま
す
。
そ
こ
で
ス
タ
サ
プ
の
講
義
動
画
を

授
業
で
使
い
、『
国
公
立
志
望
者
は
こ
の
動
画

が
ベ
ー
ス
』『
東
の
私
大
志
望
者
は
、こ
こ
を
深

掘
り
』『
西
の
私
大
は
、こ
こ
い
ら
な
い
』と
生
徒

の
志
望
に
合
わ
せ
て
詳
し
く
解
説
を
し
た
と

こ
ろ
、〝
わ
か
る▶

学
ん
で
み
よ
う
〞と
い
う
生

徒
が
現
れ
ま
し
た
。YouT

ube

世
代
の
生
徒

た
ち
は
、動
画
の
ほ
う
が
頭
に
入
り
や
す
い
。
教

員
も
、ス
タ
サ
プ
の
講
義
動
画
を
T
T
や
課
題

配
信
に
活
用
す
る
こ
と
で
、準
備
時
間
を
大
幅

に
削
減
で
き
、補
足
説
明
や
考
え
方
の
指
導
に

注
力
で
き
ま
す
。生
徒
の
主
体
性
を
育
む
学
び

の
仕
掛
け
も
、そ
う
し
た
ゆ
と
り
か
ら
生
ま
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」と
村
瀬
先
生
。

少
子
化
の
影
響
で
学
習
習
熟
度

に
差
が
あ
る
生
徒
た
ち
に
、

ど
ん
な
学
習
支
援
を
行
う
か

課題

教
員
と
講
義
動
画
の
W
解
説
で
、

「
ス
タ
サ
プ
で
わ
か
る
」が
定
着
。

課
題
提
出
率
も
大
幅
ア
ッ
プ

活用

教員×スタサプ講師によるTT（Team Teaching）で、
「見る▶わかる▶学んでみよう」の仕掛けを作る

創立1919年／普通科（男女）生
徒数550人（男子295人、女子
255人）進路状況（2023年3月
実績）大学127人、短大6人、専
門学校等15人、就職0人、その
他8人

スタディサプリ活用法
講義動画を活用した授業
TT（Team Teaching）

古典文法の理解に力
を入れている槫松先
生のTT。「定期テスト
前には参考になる講
義動画を伝えていま
す。今後は、2次元バ
ーコードで次の授業
に参考になりそうな講

義動画を知らせるなど、生徒がやらされ感なく、
学ぶ方法を考えていきたいです」

槫松先生が昨年
行った２年生の冬
休み課題は、“スタ
ディサプリより、自
分の学びたい古
典関係の講座を
『２講座』選び、学
習しなさい”というも
の。「敬語の総復
習や助動詞の識
別法（写真左のレ

ポート）、１年生で学んだ四段活用を復習した生
徒も。全員が提出し、私の想像の斜め上を行く
レポートもありました」と槫松先生。

日本史の受験対策に
活用している村瀬先
生のTT。「日本史は流
れをつかむことが重要
なので、動画のほうが
覚えやすい。スタサプ
はベーシックからハイレ
ベルまでコンテンツが
幅広いので、今後は多くの科目で授業内活用が
できるといいですね」

学びたいことを考えさせる
冬休み課題

取材・文／丸山佳子

学習

左から
進路課　
村瀬隆彦先生（日本史）
１年生担当　

槫
くれまつ

松由美子先生（国語）

２年生から授業で動画を見
るようになり、古典は文法が
わかりやすく、音読もスラス
ラできるようになりました。日
本史は、古墳時代の前期と
後期の違いなどを動画で詳
しく知ることができるので、

覚えやすくなりました。国際関係希望なので、英
語のベーシックを一通り復習し終わり、今は１日１
講座は見て受験に備えています。（３年生・鈴木
徹平さん）

●
英語の関先生がすごくわかりやすくて、好きです。
１年から振り返ったらかなり穴があったので、受験
対策としてテスト期間以外は毎日復習を心掛けて
います。古典の敬語も、大
事なので復習しました。動画
で見てから教科書を読んだ
ほうがわかりやすいので、自
宅でもスタサプの動画で調
べたりすることが多くなりまし
た。（３年生・鈴木永

と わ

遠さん）

● 生徒たちの活用法
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